



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































試み―」（歴史と地理 No. 699 2016年11月）
24）拙考「昼夜間単位制高校（定時制課程）における社会科
授業の実践（Ⅰ）」（『教職教育センター紀要』第22号（関
西学院大学教職教育研究センター2017年月））参照
追記）
脱稿後、広島大学「IB の理念を踏まえたカリキュラム・
授業・評価の開発的研究」チーム（代表 棚橋健治広島大学
大学院教育学研究科教授）による「国際バカロレアDP日本
語科目『歴史』授業の構想」という詳細な研究成果（教師用
ガイド及び生徒用資料集）のデータを戴いた。この研究資料
を踏まえ、更に研究を深めていきたい。
（あさい のぶお・大阪市立中央高等学校教諭）
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単元計画の例（SL/年） （「歴史」教師用参考資料2017年第回試験より）
世界史トピック11：20世紀の戦争の原因と結果
〇単元の説明
第一次世界大戦を引き起こした長期的要因、短期的要因、直接的・即自的要因
〇総括的評価
・資料に基づく小論文形式の問題
（1914年の第一次世界大戦勃発に先立って発生したさまざまな危機を扱った風刺画、文献、写真、地図または戦争計画な
どの分析）
・分析と探究に基づく小論文形式の問題
〇形成的評価
・時系列表の作成
（1871年から1914年までの主要な出来事、人物、危機、活動（経済、軍事、政治・外交、文化・民族主義、帝国主義に関
連するもの）が第一次世界大戦の勃発にどのような影響を及ぼしたのかを時系列に沿ってまとめる）
・列強国、セルビア、オスマン帝国、およびその他の重要な国家や人物についての分析
（注：生徒をいくつかのグループに分け、各グループで異なる国家や人物を担当する）
〇主な学習目標（単元の終了時までに生徒が学ぶ主な内容、スキル、概念）
M学習する内容
・1871年から1914年の間に起こった主な出来事と危機についての知識
・1914年の「月危機」の時系列の流れ
・1871年から1914年までに主要国の間で形成された同盟関係についての知識
―同盟や協商はそれぞれどのようにして、なぜ結ばれたのか。また、これらにはどのような強みや弱みがあったか。
M生徒が習得するスキル
・1914年の第一次世界大戦勃発に関する歴史的証拠を調査、収集、分類する。
風刺画、写真、地図やその他の主要な資料を分析する。
・第一次世界大戦の原因とされる歴史的根拠が当時の列強国によって違っていることを認識する。
・各国が提示する資料の主観的な性質、バイアス、限界について理解したうえで、歴史的根拠（の出所、目的、価値、
限界）を評価する。
・第一次世界大戦に関連した危機それぞれの因果関係、連続性、変化、発展について、認識、理解、分析、解釈する。
異なる危機の間の類似点と相違点についても考察する。
・「誰が」、「何を」、「いつ」、「どこで」、「なぜ」、「どのように」、「もし〜なら」、などの問い、もしくは仮説を立てる。
さらに、歴史的証拠を使ってこれらの問いに答え、仮説を検証する。このような作業を通じて、歴史に対する自分の
考えをまとめ、表現する。
・自らの探究を深めるため、歴史的根拠となる複数の資料を客観的に扱い、統合する。
データをまとめ、歴史的根拠に基づいて結論を導く。
M生徒が理解する概念
・因果関係；短期的要因と長期的要因
・視点
〇探究のための問い
上に挙げた「主な学習目標」を問いの形式に変えて、以下に記入する。
問いは、生徒の「答えようとする意欲」をかきたてるようなものとすることが望まれる。
また、上記の「主な学習目標」に直接関連しなくても、単元の探究を深めることにつながる問いがあれば追加する。
・1914年以前に紛争が起こらなかったのはなぜか。（特に1911年、1908年、1904年、1898年、1889年）
・1914年の戦争の勃発は、1871年から1914年までに起こった出来事の必然的な結果であり、避けることのできないものだっ
たのか。
・1914年に起こった戦争を単なる地域紛争（第三次バルカン戦争）以上のものにしたのは何だったのか。
・第一次世界大戦は、不運な出来事が重なった結果として起きた、誰にも責任のない戦争なのか。
それとも、ヴェルサイユ条約の戦争責任条項（231条）が正しいのだろうか。もし、誰の責任でもないのだとしたら、戦
争の勃発と拡大を招いたものは何だったのか。
・もしイギリスが1904年に望みどおり三国同盟側に加わっていたとしたら、1914年に起きた出来事にどのように影響して
いただろうか。
・1914年に起きた第一次世界大戦は、本来なら「単なるもうつの危機」であったはずが、危機を何度も繰り返してきたヨー
ロッパがついにこれ以上の危機に対処することができなくなった結果として生じたものだろうか。
・同盟体制はどのようにして「平和の時代」と「戦争という結末」の両方をつくり出したのだろうか。
資料Ａ【単元計画の例】世界史トピック11：20世紀の戦争の原因と結果
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ね
ら
い
資料
◎日露戦争は世界にどのような影響を与えた
のだろうか？
教師の指示・発問
・日露戦争から、世界の変化を考察できるT：学習課題を提示する
S：学習課題を確認する
指導上の留意点・評価教授・学習活動
展
開
振
り
返
り
・日本の勝利は諸外国にとって貿易上の利
益となることを理解する
・朝鮮をめぐって日本と清国が戦い、ロシ
アも機会をうかがっている
・1896年に中東鉄道の敷設権を獲得、1898
年には旅順・大連の租借権、中東鉄道南支
線の敷設権を獲得
・列強により中国の分割が行われたこと、
それにより中国の弱体ぶりが露呈したこと
を理解する
・NHK番組「10min」の「日露戦争」（約
10分）を観る。それにより、日露戦争の流
れを把握する
・日露戦争前の国際情勢を描いている
・問い：イギリスは、日本を押し出そうと
しているのだろうか、それとも止
めようとしているのだろうか。
・ポーツマス条約第条を読み、書かれて
ある内容を理解する
・日本の後ろにイギリスとアメリカが、ロ
シアの後ろにドイツとフランスが控えてお
り、「代理戦争」であったことを理解する
・なぜ、イギリスやアメリカは日本を支援
したのか、なぜ日本は戦争を継続すること
ができたかを説明できる
・不平等条約の改正、・非常特別税法が恒
常化、・衆議院議員選挙法が改正され、選
挙人の数が1.6倍増えたことを理解する
・日露戦争の勝利がアジアの国々、及び欧
米諸国に与えた影響を説明できる
・本時の内容を振り返る
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
T：資料提示、発問する
S：資料を見て確認する
（隣同士で確認）
T：資料提示、発問する
S：資料を見て考える
（隣同士で確認）
T：資料提示、発問する
S：資料を見て考える
（隣同士で確認）
T：絵を提示、発問する
S：絵を見て考える
T：説明する
T：説明する
S：DVDを観る
T：絵を提示、発問する
S：絵を見て考える
T：説明する
T：発問する
S：考える
T：発問する
S：考える
（隣同士で確認）
T：発問する
S：考える
（隣同士で確認）
T：発問する
S：考える
（隣同士で確認）
T：発問する
S：資料を読んで考える
（隣同士で確認）
T：投げかける
S：考えてまとめる
まとめたことを文章
化する
（隣同士で確認）
N日清戦争により東アジアはどう変化した
か？
N次の絵は何を描いたものか。また、ここで
いう「漁夫」とはどの国のことだろうか？
Nロシアの中国進出は日本および他の国々に
どのような影響を与えたか？
N次の絵は何を描いたものか？
N日露戦争の勃発
N次の絵はどういう状況を描いたものか？
N日露戦争で日本はなにを獲得できたのか？
N日露戦争は代理戦争と言われるのはなぜ
か？
N日露戦争はどんな戦争だったのか？
N日本はなぜ、戦争を始め、継続することが
できたのか？
N日露戦争で日本の国内ではなにが変化した
のか？
N日露戦争は世界の他の国々にどういった影
響を与えたか？
N日露戦争は世界にどのような影響を与えた
のだろうか？
Nこれから日本はどのような道を進むのか？
復
習
資料Ｂ【指導略案】
単元：日露戦争
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資料Ｃ
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